き リ ふ 

霧が じめじめ 降って いた。 

リょぅ あん そこ け わ きざ 

諒安 は、 その 霧の 底 を ひとり、 険しい山 谷の、 刻み 

つ- -- J 

を 渉つ て 行きました。 

沓の底 を 半分 踏み抜いて しまいながら そのいち ばん 

高い 処 からい ちばん 暗い 深いと ころへ また その 谷の 

す つぎ みね つた 

底から 霧に 吸い こまれた 次の 峯 へと 一 生けん めい 伝つ 

て 行きました。 

お よ 

もしも ほんの 少しの はリ 合で 霧 を 泳いで 行く ことが 

いわ ぞう さ 

できたら 一 つの 峯 から 次の 巌 へずい ぶん 雑作 もな く 行 

いじわる ちょうこく 

ける の だが 私 は やっぱり この 意地悪い 大きな 彫刻 の 

ひょうめん そ も 

表面 に 沿つ てけ わしい 処 ではから だが 燃える ように 



らくな りました。 

あわ \ た 

けれども 光 は 淡く 白く 痛く、 いつまで たっても 夜に 

ならない ようでした。 

つやつや 光る 竜 の髯の いちめん 生えた 少しの な だ 

らに 来たと き諒安 はから だ を 投げる ようにして とろと 

ろ睡っ てし まいました。 

せかい ちょうど 

(これが お前の 世界な の だよ、 お前に 丁度 あた リ 前の 

世界な の だよ。 それより もっと ほんとう はこれ がお 前 

けしき 

の 中の 景色な の だよ。) 

誰かが、 或いは 諒安 自身が、 耳の 近くで 何べ んも斯 

さけ 

う 叫んで いました。 



(そうです。 そうです。 そうです とも。 いかにも 私の 

景色です。 私な のです。 だから 仕方がない のです。) 

諒安 はう とうと 斯う 返事し ました。 

(これ はこれ 

まど こだち 

惑う 木立の 

中なら ず 

しのび をなら う 

春の 道場) 

どこから かこんな 声が は つ きリ 聞え て 来ました。 

リ よう あん め きリ し 

諒安 は 眼 を ひらきました。 霧が からだに つめたく 浸 

み 込む のでした。 



まった いた りゅう ひげ けいしゃ 

全 く 霧 は 白く 痛く 竜 の髯の 青い 傾斜 は その 中に ぼ 

んゃ りか すんで 行きました。 諒安 はとつ とと かけ 下り 

ました。 

力ん ぼく な 

そしてた ちまち 一 本の 灌木に 足 をつ かまれて 投げ出 

すよう に 倒れました。 

諒安 はに が 笑い をしながら 起き あがりました。 

いきなり 険しい 灌木の 崖が 目の前に 出ました。 

諒安は その くろもじの 枝に とりついて のぼりました。 

におい おく にわ ちち 

くろもじ はかす かな 匂 を 霧に 送り 霧 は 俄かに 乳い ろ 

-P わ 

の 柔らかな やさしい もの を諒 安に よこしました。 

諒安は よじのぼりながら 笑いました。 



にわ りょうあん 

霧が 俄かに ゆれました。 そして 諒安は そら いっぱ 

いに きんきん 光つ て 漂 う 琥珀の 分子の ような もの を 

かわ しんせん 

見ました。 それ はさつ と 琥珀から 黄金に 変り また 新鮮 

みどり うつ しげ ふ 

な 緑に 遷っ てまる で 雨よりも 滋く 降つ て 来る のでし 

た。 

いっか 諒 安の 影が うすく かれ 草の 上に 落ちて いまし 

きり- 

た。 一 きれの いいかおり がきら つと 光って 霧と その 琥 

珀 との 浮遊の 中 を 過ぎて 行きました。 

と 思う と 俄かにば つ と あたりが 黄金に 変リ ました。 

と たいよう みが らん どうこう 

霧が 融けた のでした。 太陽 は 磨きた ての 藍 銅鉱の そ 

えきたい と 

らに 液体の ように ゆらめいて かかり 融けの こりの 霧 は 



まぶしく 蠟 のように 谷の あちこちに 澱みます。 

(ああ こんなけ わしい ひどい ところ を 私 は 渡って 来た 

の だな。 けれども 何とい うこの 立派 さだろう。 そして 

はてな、 あれ は。) 

め うたが きざ 

諒安は 眼 を 疑いました。 そのいち めんの 山 谷の 刻 

みに いちめん まつ 白に マグノ リアの 木の 花が 咲いて い 

ぎん かげ 

るので した。 その 日の あたる ところ は 銀と 見え 陰に な 

ると ころ は 雪の きれと 思われた のです。 

きざ みねみね 

(けわしく も 刻む こころの 峯々 に いま 咲き そむる マ 

グノ リア かも。) 斯う 云う 声が どこから か はっきり 聞 

えて 来ました。 諒安は 心 も 明るく あたり を 見 まわし ま 



した。 

すぐ 向う に 一本の 大きな ほおの 木が ありました。 そ 

こども みき 

の 下に 二人の 子供が 幹 を 間にして 立って いるので した。 

(ああ さっきから 歌って いたの は あの 子供ら だ。 けれ 

りょうあん 

ども あれ はどう もた だの 子供ら ではない ぞ。) 諒安 は 

よく そつ ち を 見ました。 

うすもの ようら く 

その子 供ら は 羅 をつ け 瓔珞を かざり 日光に 光り、 

だんじき ゆめ 

すべて 断食の あけがたの 夢の ようでした。 ところが 

さっきの 歌 は その子 供ら でもない ようでした。 それ は 

一 人の子 供が さっきよ りず うつと 細い 声で マグノ リア 

の 木の 梢 を 見 あげながら 歌い 出した からです。 



「そうです、 ありがとう、 私です、 また あなたです。 

なぜなら 私と いう もの もまた あなたの 中に あるので す 

ゝ ？ o 

力、 ら 」 

わら かるれ い 

その 人 は 笑いました。 諒 安と 二人 は はじめて 軽く 礼 

をし ました。 

「ほんとうに ここ は 平らです ね ご 諒安 はう しろの 方 

のうつ くしい 黄金の 草の 高原 を 見ながら 云いました。 

その 人 は 笑いました。 

「ええ、 平らです、 けれども ここの 平らか さはけ わし 

さに 対する 平ら さです。 ほんとうの 平ら さで はあり ま 

せんご 



「そうです。 それ は 私が けわしい 山 谷 を 渡った から 平 

ら なのです ご 

「ごらんなさい、 そのけ わしい 山 谷に いまいち めんに 

マグノ リアが 咲いて います ご 

「ええ、 ありがとう、 ですから マグノ リアの 木 は 

じゃく じょう や ぎ ちち 

寂静 です。 あの 花びら は 天の 山羊の 乳よ りしめ やか 

かくしゃ と 1 つと げ おく 

です。 あの かおり は 覚者た ちの 尊い 偈を 人に 送り ま 

すご 

「それ は みんな 善です ご 

だれ いちど うつく 

「誰の 善です かご 諒安 はも 一度 その美し い 黄金の 高 

きざ 

原と けわしい 山 谷の 刻みの 中の マグノ リアと を 見なが 
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